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１ はじめに 
近年、シイタケ原木の価格高騰が問題となっ

ている。価格高騰の一因は手作業による生産で

あり、グラップル等の林業機械を用いた生産に

より価格が低下するが、樹皮が剥がれることが

予想される。樹皮が剥がれた原木からの子実体

発生量は不明であることから、林業機械で生産

した原木の利用可能性を検討するため、人為的

に剥皮した原木からの子実体発生量調査を行っ

た。 
２ 研究方法 

調査は生シイタケハウス栽培の生産者のもと

で行った。令和 3 年と 4 年の 2 回、コナラ・ミ

ズナラ原木をノミ等を使って辺材が現れるよう

に剥皮した。原木の樹皮表面積に対する剥皮率

は 0、2.5、5、10、25％とした（写真）。剥皮後、

オガ菌（秋山種菌 A-511 号）を植菌し、ハウス

内で仮伏せ、本伏せした後、浸水による発生操作

を行い子実体を採取した。以後、休養と発生操作

を繰り返し各年 5 回の子実体採取を行い、子実

体生重量を測定した。また、剥皮率 0％の子実体

生重量を 100 として、各剥皮率の子実体生重量

を相対値化し（例：R4 の剥皮率 25％の子実体

重量の相対値は 154／195＝80％）、相対重量を

求めた。 
３ 結果 

子実体は樹皮部分から発生し、剥皮部分から

は発生しなかった。剥皮率ごとのホダ木 1 本当

り子実体重量を図-1 に示す。剥皮率と相対重量

の関係を図-2 に示す。剥皮率が高まるほど子実

体重量は低下する傾向がみられた。これは、樹

皮の無いところから子実体は発生しないため

と考えられる。なお、剥皮率間で子実体の大き

さに差は認められなかった（図-3） 
４ おわりに 

今回は人為的に剥皮して調査を行ったが、グ

ラップル等林業機械で生産した原木についても

調査する予定である。 
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図-1 剥皮率ごとのホダ木1本当り子実体重量 
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図-2 剥皮率0％の子実体重量を100とした場合の剥皮率

と子実体重量の関係 

図-3 剥皮率ごとの子実体1個当り重量 
 

写真 剥皮の様子（黄色枠が剥皮部分） 
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